
                                                           

                                 

  

大谷翔平の開運術「ごみを拾って運を拾う」 

３学期の始業式では、日本が世界に誇る大谷翔平選手が、高校生の時に書いた「目標達成シ

ート」の話をしました。シートは、９×９のマスの真ん中に「自分の成し遂げたいこと」を書き、その周り

の８マスにその夢を達成するには何が必要なのかを考えて記入していくものです。大谷選手は、真

ん中に「ドラ１ ８球団（プロ野球の８チームからドラフト１位で指名されること）」という目標を書き、

そのために必要な要素として、野球と直接関わりのある項目に加えて、「運」という項目を書き込ん

でいました。（裏面参照） 

さらに、その運を引き寄せるための方法として「ゴミ拾い」を挙げています。メジャーリーグのプレ

ー中にもゴミを拾う大谷選手ですが、高校生の頃にはすでにゴミ拾いを「運を呼ぶための行動」と

して位置付けていたようです。この「ゴミを拾う」という教えは、花巻東高校の恩師・佐々木監督によ

るものでした。「ごみは人が落とした運。ゴミを拾うことで運を拾うんだ。そして、自分自身にツキを

呼ぶ。」大谷選手は、この教えを守り、MVP を獲得するスター選手となった今も、ゴミを拾い続けて

います。 

３年生のみなさんにとって、３学期はいよいよ受験本番となります。大谷選手が体現している通り、

毎日の生活で、自分にできることを精一杯やり続けることで、受験生のみなさんにも運が開けてくる

ことでしょう。 

・毎日の授業を大切にすること 

・自分の決めた家庭学習を続け、最後までやり遂げること 

・規則正しい生活をすることによって心身を健康に保ち、集中力を高めること 

・お世話になっているお家の方や先生方に感謝の気持ちを持つこと 

・ゴミ拾いや清掃をして、心を清らかな状態に保つこと 

運は誰かが運んでくれるものではありません。自分でつかみとるものです。 

大谷翔平選手の姿から、受験を乗り越えていく強さを学んでください。 

 

大谷翔平の名言 

「まったく違う環境に行くということは、どの分野でも不安なことが多いと思う。 

でも、さらに良くなる可能性がそこにあったら、僕はチャレンジしてみたい。」 
 

 「その瞬間が、今日来るかもしれないし、明日来るかもしれない。もしかしたら、ある日、突然に

何かをつかむ瞬間が現れるかもしれない。だから毎日練習したくなる。」   
「成功するとか失敗するとか僕には関係ない。それをやってみる事の方が大事。」 
 
「もしかしたらできるかもしれない。もしかしたらできないかもしれない。 

 その際の部分に挑戦したい。」 

「先入観は可能を不可能にする。」 

「人生が夢をつくるんじゃない。夢が人生をつくるんだ。」 
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大谷翔平選手の「目標達成シート」 

 

 


